
具体的な内容
○取組前の状況
災害時においては、各関係機関が出している複

数の情報やＷｅｂサイトを確認しなければ、総合
的な情報が得られなかった。

○今後の⽬指す⽅向性
・地図上に⾼潮や津波などのハザードマップが表
⽰され、潮位観測情報や監視カメラの映像が便
利に確認できるシステムへの進化を図る。

・関係者や住⺠からも情報の取得ができるように
なる。（「オープンデータ」化）

地図と連動した災害・防災情報の収集共有
「防災情報共有システム」（「防災ＧＩＳ」）

○取組の概要
・災害情報をひとつのＷｅｂ地図上で共有するこ
とにより、状況認識の統⼀、対応の効率化を図
る。

・コスト低減化のため、他の地⽅公共団体等で運
⽤実績のあるシステムを活⽤し、本県の整備⽅
針との整合性を考慮し、迅速で確実かつ効率的
な構築を図る。

・関係者への研修や訓練を⾏い、利⽤の可能性が
⾼まる出⽔期から本運⽤する。


